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近年､ 発達障害者の社会的処遇の在り方が大きく変化しよ
うとして い る｡ 従来の発達障害者に対する処遇 の多く は ｢措
置｣ 的対応や ｢治療｣J的対応であり､ 因果律的な
｢医療｣ モ
デルもしくは ｢教育｣ モ デル の範噂で捉えられてきた (冨安,
1994)｡ しかし､ 近年､ ノ ー マ ライ ゼ ー シ ョ ン やイ ン ク ル ー
ジ ョ ン の発想めもと､ 発達障害者に対し ｢支援｣ 的対応とな
る ｢消費者主導型｣ モ デル が注目されて い る (フィ チテ ン ,
198; ス カ ー ヌ ル ス , 1998)0
従来の ｢措置｣ 的や ｢治療｣ 的対応に おい て ｢発達障害は
医学的症状や疾病､ 精神的混乱｣ とみなされ, 施設など へ の
措置や社会に適応する機能の改善 ･ 向上 の ための訓練に全力
が捷がれ てきた｡ それに対し､ ｢支援｣ 的対応で は ｢発達障
害はその人が必要とするサ ー ビ ス と支援の欠如, 差別による
状態像｣(ク レ ー ゲル , 198; オブ ライ エ ン , 1 999) であり､
｢ 一 定期間にわた っ て適切なサポ ー トを受ける ことで , 『精神
遅滞』 をも つ 人 の 生活機能は 一 般的に改善される｣ とされて
い る (AAM R,㌔ 192)0
こ うした ｢支援｣ 的対応の端は , A A M Rが1992年に示 し
た ｢精神遅滞｣ の 用語と定義に関する第9次改定版にみるキ
とがで きる (A A M R, 1992)｡ こ の改定に つ い て は ､ わが国
に お い て も 『発達の遅れと教育』 などの障害児教育専門誌に
おい て その改定直後から数度､ 紹介されて い る (金子, 1993;
小塩, 1994; 冨安, 1 994). しかし､ 翻訳本の出版は1999年
まで待たねばならず, 第10次改定版 (A A M R, 2002)が示さ
れる こ ととな っ た現時点に お い て も障害児教育の現場に
A A M Rが第9次改定版で示 した新し い ｢精神遅滞｣ の 捉え
とその シ ス テム 的な活用がまだ十分に浸透して い る状況 に は
な い よう に思われる｡
本報告で は こうしたわが国の動向を踏まえ､ 発達障害者,
特に精神遅滞者に対する ｢支援｣ 的対応のあり様として ､ ま
ず, A A M R に見られる新しし､障害観､ 支援観を概観する｡
そして ､ 新し い障害観や支援観の具現化として富山大学教育
学部附属養護学校が中心とな っ て 研究 ･ 実践 を行 っ て い る
｢支援ツ ー ル｣` の 実践 を分析し､ その在り方に つ い て検討を
加えた い ｡
新しい r精神遅滞J の捉え
｢精神遅滞｣ の用語と定義に つ い て は ､ ア メ リカ精神遅滞
学会 (A A M R) がその主導的役割を畢たして おり､ 世界保
健機構 (W HO) のICD110やア メ リカ精神医学会のDSh-Ⅳも､
AA M Rの考え方を基本的に採用してい る (小亀 1994). こ
の A A M Rが1992年に発表した第9次改定版で は ､ ｢精神遅滞｣
考以下のように定義して い る (A A叩R, 1992).
精神遅滞は､ 現在の機能における顕著な制限を指す｡ それ
は､ 明らか に平均以下の知的機能が特徴で ､ 次 の ような重要
な適応スキ ルゐ領域で 二 つ 以上 の関連ある制限があ る. それ
ら の適応ス キル の領域は , コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン , 身辺自立､
家庭生活､ 社会的ス キル ､ 地域社会の利用, 自律性､ 健康と
安全 ､ 実用的学業､ 余暇､ 労働である｡-精神遅滞は18歳以前
に発症する｡
この 改定で まず注目す べ き点は , Fig. 1 に示 したように ､
個人 の能力や適応ス キル に加え､ 家庭 ･ 仕事 ･ 学校 ･ 地域な
どの社会環境との関係で機能 (力の発拝) が決定されるとし
た点である｡ つ ま り､ 障害を個人 に属する固定的な状態像と
せず, 個人と環境との相互作用の中で生じた行動の 一 形態と
捉えようとするの で ある｡ そして､ その状態に合わせてサポ ー
ト, つ まりJ ｢支援｣ 的対応が行われる ことになる (坂本,
2000; 太田, 2001)0
また金子 (19 93) は ､. これまで の版のタイTt ).
レは 『用語と
分類』 ある い .は 『精神遅滞の分類』 で あ っ たが , 第9 次改定
版では 『精神遅滞:定義 ･ 分類 ･ サ ポ ー ト シ ス テ ム』 となさ
れたよう に､ サポ ー トシ ス テム に まで言及して い ると指摘し
て い る｡
そし て , 従来の ｢軽度｣ ｢中度｣ ｢重度｣ ｢最重度｣ の遅滞
の重さによる分類の代わりに ､ サ ポ ー トの程度を ｢ 一 時的｣
｢限定的｣ ｢長期的｣ ｢全面的｣ と分類するように した ことも
視点の大きな転換で ある｡ つ まり､ 第8次改定版まで は ｢重
度精神遅滞を伴う人｣ などとい っ た ような記述がなされて い
たが､ 第9次改定版から は ｢コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と労働に限
定的支援を必要とする精神遅滞を伴う人｣ とい っ た ような記
述に変更され , 具体的なサポ ー トシ ス テ ムが検討されるよう
に求められ て い る (冨安, 1994)0
*富 山大学教育学部附属養護学校
* *岐阜大学教育学部
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サ ポ ー ト(s uppo rts)
Fig. 1 精神遅滞の定義の全体的構造 (A A M R,.1992)
さらに ､ 診断とサポ ー トシ ス テ ム を 一 連 の体系化したも の
にするた め, 多次元的 アプロ ー チ-と三段階診断過程が採用さ
れた｡ それ は ｢w e akneヲS (力 の弱さ)｣ よりも
｢strength
(力量)｣ に着目し､ Tab lel に示したようなより具体的場面
で の個人あ資質とその周囲の環境をア セ ス メ ン トして い く こ
とが肝要とされ､ 従来の ｢障害の タイ プとその程畢の診断｣
セはなく ｢必要とする支援のタイ プとその痩度の診断｣ の実
施 へ と変更された (小塩, 1994)0
新しい障害観 ･ 支援観による r支援ツ ー ル｣の検討
｢支援ツ ー ル｣ (例えば高畑 ･ 武蔵,1 998b;高畑 ･ 武蔵 2000b)
は､,富山大学教育学部附属養護学校を中心に研究 ･ 実践 が 進
め られて い る支援方略で あ る｡ こ の ｢支援ツ ー ル｣ は従来の
教具や連絡帳とそ の痴態は類似して い るが､ その機能は大き
く異なり､ 個々 の 児童生徒の ｢stre ngth(力量)｣ に着目し､
精神遅滞者 へ め支援の最適化を目指したも の で ある｡ 以下､
新しい 障害観 ･ 支援観 へ の対応として の ｢支援ツ ー ル｣ の実
践例を挙げながら検討を加えた い ｡
1
.
r支援ツ ー ル｣ の概要
｢支援ツ ー ル｣ は精神遅滞者の自主的 ･ 自発的な活動を補
助し､ 支援する こ とを目的とし､ 精神遅滞者自身が活用す る
こ との でき る ハ ー ドウ キ ア で あ る o ,こ の
｢支援 ツ ー ル｣ は
Tab.1e2 に示すような機能を持 つ
｢手 が か り ツ ∵ ル｣ と ｢交
換記録ツ ー ル ｣ との 二 つ の ツ ー ル か ら構成されて い る｡ ｢手
がかり ツ ー ル｣ は､ 本人 の自主的 ･ 主体的な活動を多様な場
面で支 える自助異などで あ る｡ ま た ｢交換記録ツ ー ル｣ は､
本人 の自立的 ･ 主体的な活動を動機づ けヾ 長期的 に継続す る
キめ の 記録 フ ァ イ ル な どで あ るo との よ うな ｢支援ツ ー ル｣
を学校で の様々な活動や家庭 丁 地域 で積極的に活用す る こ と
で ､ 周囲 の 環境側 に存在す る制約を最小限 にし､ 児童生徒の
自発的で前向きな生活充実 が可能とな る よ うに な る こ と を強
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く意図して い る･. さ らに ､ 塀童生徒が持て る力 (str e ngth)
を精 一 杯発揮し､ それが確実に認め･られ評価されるプラ ス の
循環社会の構築を目指すも の で ある｡
2. ｢支援ツ ー ルJ の基本的構想
｢支援ツ ー ル｣ を検討し､ 実践して い くため に は､ 以下の
5 点を踏まえる こ とが重要 であると考え る｡
1 点目 は ､ 標的行動 ･ 強化事態を周囲の人 々 の間で共有化
する･ことである,｡ 精神遅滞のあ る児童生徒が地域生活の中で
ある目標を実行に移す場合､ 本人 ･ 家族 ･ 支援者が考えて い
る標的行動が互し)に 一 致 して u な い こ とが多い ｡ その ため に ､
互 い に強化ざれ る事態が バ ラ バ ラ とな-り, 標的行動が維持さ
れない ､ 場合によ っ て は 弱化されてしまう結果となる｡ 本人 ･
家族 ･ 支援者の観で標的行動の共有化を図り､ 標的行動の実
行を確認しあえる共同作業が必要とな る｡ こ の共 同作業を通
じて ､ 強化事態考も共有する こ とが長期の維持を可能として
い く (高畑･ 武蔵, 1･998b)0
また 2点目として は ､ 標的行動の実行を量化する ことであ
る ｡ 標的行動の実行を本人が記録し､ 標的行動の実行のたび
に記録を貯め て い く ことが､ 本人ゃみならず､ 家族や支援者
にと っ て も重要な視点となる｡ 精神遅滞の ある個人 にと っ て
は ､ 目 に見えて持っ て わか る形 にす る こ と により標的行動の
実行を実感でき, その行動を続ける励み となる (高畑･ 武蔵,
199 8b)0
そして 3点目 は､ 本人自身の実行可嘩性を高め る こ とで あ
る｡ 常時付き添 い が必要であ るとい っ た負担の高い支援で は ､
支援者の行動は長期的に維持されな い こ とが課題となる｡ 直
接的な援助を最小限に留 め､ 本人自らが手 が か りや補助具を
活用す る こ とで ､ 標的行動の遂行が可能とな るような工夫が
重要で ある (高畑 ･･武蔵, 1998b)0
■さら に 4 点目 は､ 支援者の支援行動 へ の 手がかりと見通し
を提示す る こ とで ある｡ 本人 の自発的な行動が自発され維持
され畠に はかなりの継続的な支援が必要とな る｡ 相互的な強
化関係が成立す るま で ､･保護者や教師などの支援者の支援行
動が 一 貫して実行され､ 適切た維持され るた め の サポ ー トが
必要となる (高畑･ 武蔵 ･ 安達 , 1999)0
最後に 5 点目 は､ 複数場面で の実行機会の確保 で あ る｡ 特
定の授業や場面だけで は特定の支援者と環境に過剰に統制さ
れる可能性があり､ 自立的 ･ 自発的な行動に制約をもたらす
可能性があ る｡ 支援ツ ー ル を媒介にして複数場面で物理的な
刺激を配置し､ 支援ツ ｢ルを機能的に活用す る こ とが､ 計画
的で継続的な共同実践を可能 にす る｡ そして ､ 多く の活動 へ
の参加や実行機会を確保する支援の在り方を探る こ とが大切
であ る (高畑 , 2002)｡
精神遅滞者 へ の 最適な ｢支援｣ 的対応を目指して
TabJe 1 AANRにおけ早通応スキル(adaptive sk =s)の領域とその具体例
領 域 AAMRに挙 げられ て い る具体例
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
要求や感情
挨拶
コ メ ン ト
抗議 ･ 拒否を理解す る
身辺処理
トイ レの 使用
食事
衣服の 着脱
清潔に す る こと
身だしなみ を整え る こと
家庭生活
衣類の 手入れ
家事
家財管理
食品の 準備と調理
計画的に 買い 物をした り予算をたて る こと
家の 安全管理
社会的スキル
人との やりとりを始め たり､ 続けた り ､ 終わらせ た りす る こと
適 切な場面手が か りに もとづ い て 応答す る こと
人の 感情考理解する こと
正 負の フ ィ ー ド バ ッ クを行う こと
自分自身の行 動を調整 する こと
仲 間の存在 や仲間に受け入れられ る ことに 気づ く こと
人との相互 作用 の量 やタイ プを評価 す る こと
人 の 手伝 い をする こと
友情や愛を育むこ と
人 か らの要 求に応 える こと
選 択する こと
共有する こと
誠実 さと公平さを理解 する こ と
衝動 をコ ン ト ロ ー ル する こ と
法 の指示 に従 うこ と
場合 に よ っ て は , あえて規則 や法律 に違反 する こ と
性 に 関する マ ナ ー を守 る こ と
コ ミ ュ ニ テ ィ 資源 の利用
コ ミ ュ ニ テ ィ 内で移動 する こ と
店やマ ー ケッ トで ､ 食料品雑貨や 一 般 的な物を買うこ一と
代金 を支払 っ て ､ 他 の コ ミ ュ ニ テ ィ 内の サ ー ビ ス を求め たり､ 利用した りす る こと
教会 などに通 うこ と
公共交通機関や公共施設､ 例 えば学校や図書館､ 公 園 , レク リ エ ー シ ョ ン ･ エ リ ア ､ 道路や歩道 を利用す る こ と
劇場 へ 出か ける こ と
別 の文化的地域 を訪れ た り､ 行事に参加 した りする こ と
自律性
選択 する こ と
ス ケ ジ ュ ー ル に つ い て学 び, それに従 うこ と
場面や条件, ス ケ ジ ュ ー ル ､ 個人 的な関心 に相応 した活動 を始 め る こ と
必要 な, ある い は要求され た課題 を成 し遂 げる こ と
必要 なとき に助 けを求 め る こ と
慣 れ親 しん だ場面や新奇 な場面 で直面 した問題 を解決 する こ と
適切 に自己主張 した り､ 自ら の権利擁護に関して行動 をとる こ と
健康と安全
食事 をとる こと
病気 の発見 ･ 処置 ･ 予防
基本的 な救急処置
性に関す る マ ナ ー
体力 の維持
基本的 な安全配慮
定期的 な健康診断や歯科検診
個人的 な習慣
実用的学業
書く こ と
読む こ と
基礎的で 実用的 な算数や科学的知識 を応用す る こ と
地理
社会勉強
個人 の好み や選択 に合 っ た , その 活動が 公的 に行 われ る場合 に は年齢や文化的規範に合 っ た ､ さま ざま な レ ジ ャ ー
や レ ク リ エ ー シ ョ ン へ の 関心 を抱く こと
興味の あ る ことを自ら選んで 始め る こと
余暇 家庭や コ ミ ュ ニ テ ィ の レ ジ ャ
ー 活動や レ ク リ エ ー シ
他の 人と社会的な遊び をす る こと､ 役割交代 をす る
ヨ ン 活動 に 一 人で ､ ま た他 の 人と 一 緒に 参加 して 楽しむ こと
こ と
レ ジ ャ ー や レ クリ エ ー シ ョ ン の 活動を切 り上 げた り, 誘 い を断 っ たりす る こ と
参加 して い る時間を 延長す る こ と
関心や意識､ ス キ ル の レ パ ー トリ ー を広 げる こ-と
課題の 達成
ス ケ ジ ュ ー ル を自覚す る こ と
援助を 求め た り ､ 自分 に対す る批判をきちん と受 け止 めた り､ ス キ ル を高 め た りする能 力
金銭管理や財源の 配分
そ の他 の 実用的学業を 応用す る こ と
仕事の 行き帰りや 仕事の 準備､ 仕事中の 自 己管理､ 仕事仲間 と のや りと り に関係 した ス キ ル
註 1)Tab le l は ､ AnericanAss o ciation on Mental Reta rdatio n(1992)のp65-70 から引用 し , 筆者 が作成 したo
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Table 2 手がかりツ ー ル と交換記録ツ ー ルの機能
手がかりツ ー ル
障害の あ る人自身が使用するも の で あり､ 理論や技法 の 習得を前提としない ｡
学校や家庭や地域の必要な場面で自由に使用 で き､ 複数場面に関連を持たせる こ とを可能とす る ｡
現有す る能力や ス キ ル で活用す る こ と で ､ 結果や正 の強化を自ら獲得する こ とを可能とする｡
交換記録ツ ー ル
行動の結果を物理的な量 にする こ とで ､ 自発的行動やその プ ロ セ ス を目 に 見え るも の に変換する｡
行動の結果を自己記録する ことで ､ 自分の行動の評価し調整する こ とを可能とす る ｡
行動の結果を評価し合う機会を提供する こ とで ､ 本人 と周囲の支援者とが共通の 目標や視点を持 つ ｡
Tab一e 3 AAMR における適応スキルゐ領域に関連する支援ツ ー ル の実践例
コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン領域 (12)
｢お は なし フ ァ イ ル｣ の活用(G);携帯ツ ー ル で コ ミ ュ ニ
ケ ー シ ョ ン(F); ｢お ー い ､ A ち や ん｣ ノ ー トから(C);
ボイ ス レ コ ー ダ ー で トイ レ チ ェ ッ ク(F);名刺で ｢よろしく
お願 い します !｣(ド); カ ー ドを見 て話そう(A) ; 気持ち
を つ なぐ言葉カ ー ド(C); シ ン ボル カ ー ドで 退く の気持ち
を私か っ て(F); カ ー ドを使えば伝わ るよ(D); ピ ン ポ ン
ア ラ
､
- ム が あれば安心(H);絵日記 :絵や写真を手が か り
に話そう(A); 伝えた い こ と､ で きる こ と - 学校でも ､ 家
庭で も - (E); お 母さんとお話ししよう :校外学習しお り
を通して(A); しお りを使 っ て家でも校外学習の 事前指導
(G); お話ノ ー トや動作サイ ン を使 っ て(H)
身辺処理領域 (22)
食事が終わ っ た ら大好きな遊 びがま っ て い るよ(C); 小学
部低学年Y君の偏食指導(G);朝と帰り の支度は素早くね
(F); 準備は 一 人 で ､ ｢い ただきます｣ は 一 緒に(F); お風
呂七洗顔､ 体洗 い に チ ャi, ン ジ(H) ; 私もボタ ン で きるよ
(ド);着替えて ハ ナ マ ル !(F);給食準備カ ー ドで準備から
片付けま で(C); トイ レ で お尻を出さな い ぞ !(F); 日課
カ ー ドを使 っ た 生理指導(C);自分で脱げたよ : 布団ばさ
みを使 っ た上着の袖脱ぎ(C); 印を合わせ て ベ ル トを通そ
う : 一 人 で で き る ベ ル トの付けはずし(F); か っ こ い い 人 に
なろう(A); N君の上手 に トイ レ で きたかな ? : 排滑の合
図が で きるよう に なるた め の基礎作り(C); い い 男 に なろ
う : カ ー ドを使 っ た洗髪指導(C); タ ン ス の 整 理 が んばり
ます(G);自分で 準備して校外学習 : 持ち物カ ー ドに よ る
校外学習準備(C); スケ ジ ュ ー ル 表とタイ マ ー を使 っ た 定
時トイ レ 指導(G); タイ マ ー を使 っ た着替え指導(F); 自
分 で 持ち物を準備 し よう : 自己点検表を使 っ て(G) ;着替
えの次 の ス テ ッ プ は ｢M ちや んノ ー ト｣ か ら(B); トイ レ
の ト ー キ ン グ カ ー ドを使 っ て ､ 心 も体もす っ き りと !(C)
家庭生活領域 (18)
三 つ の A さん ノ ー ト(A); ひ とり で で き る よ ｢写真 カ ー ド｣
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(A);教室掃除の プロ に なろう :教室掃除のチ ェ ック表(C);
｢ナ ン バ ー ぞ うき～｣･ による階段掃除の指導(高畑･ 武蔵,
1997);家庭で の雑巾がけス キ ル の指導(高畑･ 武蔵, 2000a)享
家庭で の ゴ ミ出しの指導( 高畑･ 武蔵 ･ 安達, 1 99 9); うき
うき ホ ー ムク ッ キ ン グ(A);簡単に で きるよ : ス タ ン ド型
カ ー ド レ シ ピ を用い て(F); マ イ鍋でみそ汁を作ろう(F);
分か っ て動ける･トイ レ掃除お助けカ ー ド(C); 目印テ ー プ
で完壁 お掃除! !(C) ;家でも雑巾がけをしたよ(A);
めざせ !台所名人(G); 一 人 で お茶わん洗い で き るよ(F);
お て つ だい ゲ ッ トだぜ !(A); お 手伝い パ ワ ー UP作戦(H);
もう 一 人 で で きるよ : カ ー ドを使 っ た トイ レ掃除(A); ト
イ レ掃除い ろ い ろ(G)
社会的スキル領域 (7)
｢届け物 バ ッ グ｣ で 届 けよう : 『先生』 『持 っ て き たよ』
(A); ｢ほ め たよ日記｣ に は ん こ を押して(高畑･ 武蔵,
1 9 98); き ょ うの授業は ｢かだ い カ ー ド｣ で ､ ばく が選ぶ
(C);ぼく ひとりで勉強で き るよ(D);僕の勉強は自分で
決 めるよ(F); ばく こ の遊びがした い よ(ド);校内表示作
成の取り組み :校内のサイ ン から社会 へ の サイ ン に つ なげる
た め に(H)
コミ ュ ニ テ ィ資源 の利用領域 (5)
元気の素!チャ レ認教室(F); ｢ぼくの通学日記｣ の実践か
ら(A); お母さん､r行 っ て きます ! : 手帳と携帯電話を使 っ
た通学支援 の 方法(G);M君学校 へ 行 こ う(F); バ ス カ ー ド
を使うと, 乗る バ ス が分か るよ !(F)
自律性領域 (29)
｢エ ン ジ ェ ルMさん の 時間守 る よ｣ ノ ー トか ら(C); い っ ぱ
vゝため よう ! ｢か が やき日記｣ (C); ｢は め たよ日記｣ に
は ん こ を押して(B);帰りの活動は 一 人で 全部でき るよ(F);
今日 の予定 カ ー ドで 安心(F);10 0枚 め ざそう ｢チ ャ レ ン ジ
日記｣ (A); チ ャ レ ン ジ した い 人､ み ん な集まれ !(ド);
目当て カ ー ドに シ ー ル を貼 っ て ､ ごほ うびカ ー ドをた め よう !
精神遅滞者 へ の 最適な ｢支援｣ 的対応を目指して
(c); ｢チ ャ レ ン ジ日記｣ に シ ー ル をは っ て(G);自分で
書くよ !(ど);見通しの持て る学校生活を目指して(B) ,
｢が んばり表｣ で 一 人で で きたよ !(E); タイ マ ー で 自己管
理(E);約束カ ー ドの ｢は なまる｣ を目指して :社会や学
校で の ル ー ル を身に つ けよう(B);喋くの 1日, ス ケジ ュ ー
ル 日記で確認しよう(G);学習環境を分かりやすく : 順番
カ ー ドを使 っ て(F); いっ ぱい たま っ たよ｡ フ ァ イ ン プレ ー
質(A); シ ー ル を いらば い ため て認定証をもらおう(A);
本人 の選 べ る作業と休憩時間の保障(A);自分の居場所で ､
で きる こ と い っ ぱい(H);今は ､ こ れ をがんばるよ(C);
お勉強あとどれくら い ? : 課題ボ ッ ク ス と学習の流れカ ー ド
(F);今月 はどんな ことがあるのかな? : 家庭 ･ 学校 ･ ク ラ
ス を つ な ぐ行事予定(C); い っ ぱ い た め たよ ｢チ ャ レ ン ジ
日記｣(B); チャ レ㌢ジ認定証による実践(2)(武蔵･ 高畑,
1999);持も物カ ー ドに シ ー ル をは っ て ､ 準備は OK!(A);
T君 の教室移動カ ー ド(A);確かめ表で ｢これしたよ!｣
自分で活動の流れ に立ち返れる子ゼも へ(B); がんばり表
で 一 人で で きたよ(F)
健康と安全領域 (16)
知的障害者を対象とした ｢地域生活支援教室｣(高凪 1998b);
チャ レ ン ジ日記をい っ ぱい た めよう :望ましし)行動の習慣化 ･
定着化に向けて の チ ャ レ ン ジ日記支援(C); フ ィ ッ ト ネス
ル ー ム に行こう ! :休日における スポ ー ツ施設の継続的な利
用を目指して(H)
.
;VT R通信を余暇に(F); ト レ ー ニ ン グカ ー
ドで ､ 家で もチャ レ ン ジ !(F);保健室カ ー
●
ドの利用(F);
フ ー プと びなわ(高畑, 198 9);
" 運動 ビデオ通信'' を見な
がらス ト レ ッ チしよう(高畑, 198a); フ ー プ とびなわなら
一 人 で運動できるよ !(F); ふ っ きんお手玉(高畑ら, 1999);
食生活 ･ 運動習慣の形成と長期的維持(高畑 ･ 武蔵 199 8);
家庭で のなわとび運動(高畑 ･ 武蔵, 20 00b);体温 は嘩のサ
イ ン : 自分 で体の健康管理がで きるように(C);運動ビデ
オで家庭でも運勢を(F);食生活 ･ 運動プロ グラ ム の フ ォ ロ ー
ア ッ プ(武蔵･ 高畑, 1 99 7);先生が い なし)放課後や休日の
ツ ヨ - イ 味方 ! : ト レ ⊥ ニ ン グチ ェ ッ ク表(A)
実用的学業領域 (8)
乗り物のお金を選んでみよう(ド);外国語の実践(高畑ら,
2000).; 良い声で話そう :朗読日記(C);わたしのあのね ノ
ー
ト : パ ソ コ ン を使 っ た作文指導(H);Tちや んと先生 のお は
なしえほん(F);今日は こ の歌に決まり!(F); ｢ことば の
え ほん｣ と ｢あい う えお B O X｣ (C);練習する漢字は ,
ばくが決める(C)
′
て
余暇領域 (10)
出かけるときは ､ 忘 れずに : お しや れ ブ ッ クを使っ た身だし
な み指導(F); お助けグ ッ ズに よ る ボウリ ン グ場利用支援
(F);総合的な学習の授業 : 地域 で の余暇活動(高畑, 2 ∝沿);
｢ボウリ ン グお助けブ ッ ク｣ を活用した養護学校で の余暇指
導(高畑ら, 200 0)ス ー パ ー ボ ウ ラ ー 養成 ピ ン 立 て ;(A);
投球時 の足 の ス タ ン ス と ボ ー ル の 振 り方 に よ る投球 フ ォ ー ム
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の 改善(C); カラオケ で リモ コ ン 入力も バ ッ チ リ(F);辛
がかり使 っ て らくらく演奏(F); レ ン タル シ ョ ッ プ ･ ラ ビ ッ
トで借りよう(F);地域生活支援教室 ｢ク ッ キ ン グ教室｣(武
蔵ら, 1998)
労働領域 (28)
目当て を持 っ て作業を継続できる確認シ ー ト(C); で きた
仕事を自分で チ ェ ッ ク(F);商品となるお菓子作り(A);
分かりやす い 木工作業の試み(A) ; シ ー ル を貼 っ て 楽しく
作業(C);仕事はまかせ て :素敵な女性にな るよう自己チ ェ.､ツ
ク しながら(F);縫製がんばり表を用 い て(C); ニ ス 上手
に ぬ れたよ : その 2(A);上手 に組み立 てができるよ(A);
らくちん に紙を2 0枚数える方法(A);と っ て もかんたん､
封筒貼り(C);だれで もで きる プリ ン トご っ こ印刷(A);
作業が大好き になる ｢目標チ ェ ッ クカ⊥ ド｣ (A);支援ツ ー
}いこよ る就労 ･ 生活支援の試み(D); 乾燥機チ ェ ッ ク リス
トで仕事は僕におまかせ!(F);教員ジョ ブ コ ー チと支援ツ ー
ル を導入した現場実習の試み(高畑, 20 01); 支援ツ ー ル と
ジ ョ ブコ ー チ的ア プロ ー チに よる移行支援(高畑･ 武蔵, 2 00 2)
;現場実習に お ける就労指導プロ グ ラ ム( 高畑, 2002); 壁
き缶 つ ぶしを ス ム ー ズ に !(A) ;窯業で の土練機に対して
の 工夫(A); 湯飲み茶碗作りは僕にまか せ て(F); 工程の
カ ー ドを使えば作業ができ るよ(A)カ ー ドを見てやれば大
丈夫 ;(C); いろ い ろ な支援ツ ー ル を使 っ て 会社はば っ ち
り(F); ニ ス 上手に ぬ れたよ : そ の 1(A) ; ニ ス が 上手に
塗れ るよ : 作業に主体的に取り組む状況作り(C); Y 君 の
缶つ ぶしがんばり表(A).;見通しがもて れば作業は バ ッ チ
リ!(F)
註1) 領域名の括弧内に は､ 関連する支援ツ ー ル 実践 の数
を示した｡
註 2) 関連する実践に は ､ 引用文献の主題及び副題を要約
したも のを付記した｡
文献の略号(富山大学教育学部附属養護学校関連のも の の み)
A :富山大学教育学部附属養護学校 平成10年度支援ツ ー
ル 集 (1 98)
B :富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第19集 (1998)
C :富山大学教育学部附属養護学校 支援ツ ー ル1999
(1999)
D :富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第20集 (1999)
E :富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第21集 (2000)
F :藤原義博(監修) 『個性を生かす支援ツ ー ル ー
知的障害の バ リア フリ ー へ の挑戦』 明治図書 (2001)
G :富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第22集 (2001)
H :富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第23集 (2 00 2)
･3. r支援ツ ー ル｣ の検討
富山大学教育学部附属養護学校で は1995年からその開発に
着手して い るが､ これま で学会誌 ･ 書籍 ･ 研究紀要などで公
開した161例の ｢支援ツ ー ル｣ を､ A A M R(1992) が示 した
10領域の適応ス キル ごと に分類 ･ 整理 し､ Table3 に示した｡
以下に ､ 具体的な実践例を取り上げながら検討を進める｡
1) コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン
情報を理解したり表現したりする能力を含むスキル として ､
例えば沢田 (20 01) は ､ 対人関係は良好で あるにも かかわら
ず､ 言語表出が困難な精神遅滞の ある中学部生徒が利用する
支援ツ ー ル を開発したc 自発的な意志表示が可能となるよう
に､ ｢支援 ツ ー ル｣ と して ｢携帯ア ラ ー ム｣ ｢メ ッ セ ー ジCD｣
｢携帯ケ ー ス ｣ な どを導入した｡ ｢携帯ア ラ ー や｣ とは､ 携帯
電話型の玩具 であり､ 所定の活動を終了した際に教師に報告
したり､ 周囲のもの に用事がある場合にボタ ン を押して音を
鳴らすも の で あ っ た｡ ｢メ ッ セ ー ジCD｣ は携帯ア ラ ー ム の .栄
展型で ､ ｢で き ま一した｡｣ ｢教えて(ださ い ｡｣ な どの 具体的音
声が記録されて い た｡ ｢携帯 ア ラ ー ム｣ を ｢携帯ケ ー ス｣ に
入れて ､ 朝の会を はじめ ､ 多様な授業と場面を捉えて活用す
るよう に援助した｡ 結果､ 自分から ｢携帯ア ラ ー ム｣ を常時
携帯し､ 教師などに自分のやりた い こ とを的確に伝える こ と
を行える
､
こ とが可能とな'jた｡
本領額で は､ 12例 の ｢支援ツ ー ル｣ の実践が挙8ヂられ て い
るが､ そ の ほ とんどが ｢要求や感情｣ ｢挨拶｣ に関するも の
である｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 障害､ 特に表出が困難な場合に
は ､ 児童生徒に意思そのものが乏し い と判断して しま い ､ そ
の表出の機会を限定して し辛 い がちで あ る｡ A AC(代替･ 補
助 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 手段) の活用も積極的に展開され､ IT
の高度な知識を駆使した実践も紹介され て い′る が､ 要 は障害
者本人の思 い を少しでも汲み取ろうとす る支援者の姿勢が重
要となる｡ 本事例のよう に身近 にある玩具やCD の発想を変
えた活用が有効と考える｡
なお ､ 社会参加 ･ 自立 の実現 を考慮する場合､ 本領域の具
体例で挙げられて い る ｢抗議 ･ 拒否を理解したり受け止 めた
りする｣ ス キ ル に関連す る ｢支援ツ ー ル｣ の実践 の充実も必
要となると思われる｡
･2) 身辺処理
本領域は､ こ の教育に おい て 重要な教育課題でもあり､ 22
例 の ｢支援ツ ー ル｣ の実践例があ っ た｡ 例 えば近江 (20 0り
は嘩護者と協力しながら､ ボタ ン の 留め はずしがまだ難し い
小学部児童 へ の支援として ｢ボタ ン ホ ー ル 付ブ ラウス ｣ ｢ボ
タ ン がんば っ て る ねノ ー ト｣ を導入した｡ ボタ ン とボタ ン 穴
を大きなも の に変更し､ はずし にく い 上部の2づの ボタ ン 穴
に持ち手を付け､ 全 て の ボタ ン を自分ででき る手がか.りを開
発 し た ｡ ま た ､ 保護者と教師とが連携して ､ 学校 と家庭 の 両
場面に お い て課題分析を行 っ た同じ手順と､｢支援 ツ ー ル｣ を
活用して ､ 成功経験 が連続す るようにした｡ こ う した支援の
結果､ 児 童 は約 1･分間ヤ ー 人 で ブ ラ ウ ス の ボタ ン を はず せ る
よう に なり､ 保護者 からも高い 評価を受 けた｡
本領域 の 具体例 に挙げられ て い る ス キ ル に対応す る ｢支援
ツ ー ル｣ の 実践例 が は ぼ示され て い る が ､ 本領域 で は､ 着実
で継続的な支援の展開と家庭 との 共同実践が前提とな る｡ 小
学部 に入学してく る児童 の中に は往 々 に して 介助 され る こ と
を当然 の こ と と誤学習し､ 待 つ 行動が維持されて い る場合も
あ る｡ こ の よう な状態を単 に ｢甘 え ･ 甘や か し｣ と評す るだ
けで は､ 何らの解決をみる こ と はで きな い ｡ それよりも ､ 本
事例のように ､ ス キル の確実な習得を目指したツ ー ル の検討
と､ そ の こ と により保護者自身が成功体験を連続して い く こ
とが肝要と思われる｡
3) 家庭生活
本領域と関連する ｢支援ツ ー ル｣ の実践例としてⅠ8例が挙
げられる｡ 地域生活の充実 ･ 向上を目指す に は､ まずは家庭
生活で の充実が求められよう｡ 家庭 の中で の役割を獲得する
ことは ､ 本人 の 生活充実に加えて ､ 家族の中で め明確な位置
付けを得る こ とを可能とする｡ 例えば､ 高畑 ･ 武蔵 ･ 安達
(19 99) は† 養護学校高等部生徒 へ の支援として ､ 9人の 生
徒がそれぞれの家庭に お い て ゴ ミ出し当番を担当し､ それぞ
れ の家庭で役割を果たす こ とを目的とした実践を行 っ た｡ 家
庭に お い て ､ ゴ ミ出しが確実に行え るため の ｢支援ツ ー ル｣
として ｢ゴ ミ出し ミ ニ ブ ッ ク｣ を制作した｡ これ は ､ ゴ ミ の
分別をわかりすく示したイ ラ ス トと､ ゴ ミ を出した結果を自
分で記録して ､ 生徒と保護者と教師とが評価し合う機会を提
供す る記録票から構成された｡ 約6 か月の支援の結果､ 5人 の
生徒が確実に ゴ ミ出し当番を行うよう になり､ その行動は特
別な支援がなくな っ た後も ､ 約1年半にわた っ て通常の家庭
で の役%f]として行われ るよう にな っ た｡ こ うした取り組み は
家庭でも十分に認められるもの となり､ 保護者の評価も上々
で あっ た｡
本領域の▲
｢支援ツ ー ル｣ の実践例として は ､ ｢衣類の手入
れ｣
I(調理｣ ｢買 い物｣ ｢掃除｣ などの家事が中心 で ある. こ
う した計画的な買い 物や予算を､た てる こと､ 家の安全管理な
ど､ 自立的な生活を支える ス キル は､ 将来的に地域社会で の
自立的な生活を目指す観点からも､ 特 に高等部段階で の重要
な教育課題で ある｡ 今後は ､ 単なるス キル の獲得に留まらず､
静 社会の中で の 一 定の役顛鷹得(s ocial rol1valorization)
が可能とな るなるような視点から更に検討を加えて い きた い ｡
4) 社会的スキル
近年､ 様々 な活動に対する本人参加と自己決定が重要な課
題とな っ て い る｡ 早川 (2001) は小学部児童を対象に､ 選択
す る ことを重点 に置い た ｢支援ツ ー ル｣ の実践 に取り組んだ｡
｢課題選択カ ー ド｣ を用 い て 自分で宿題の内容と分量を決め
る こ とを可能とし､ ｢あの ねあのね日記｣ で家庭で も児童の
意思決定が尊重され る こ とを保障した｡ その結果､ 母親が常
時付き添 っ たり指示をしなく ても､ 児童自らが楽しみながら
宿題に取り組むようにな っ た｡
本領域は ､ 人 との社会的なやりとりに関連したス キル で あ
り､ 適応ス キ ル領域の中で は最も多く の関連 ス キ ル が 明示さ
れ て い る ｡ しか しながら､ ｢支鍔ツ ー ル｣ の実践例とし て挙
げた事例数は 7-と少な い ｡ ス キル の中に は ､ ｢人 との相互作
用 の 量やタ イプを評価す る こ と｣ ｢友情や愛を育む こ と｣ ｢場
合 に よ っ て は あえて規則や法律に違反す る こ と｣ な ど､ 一 見
指導が困難なもの が挙げられ て い る｡ しかしながら本領域は､
精神遅滞 の あ る人の自己選択 ･ 自己決定を支え､･ そして普通
の 社会 の中で 自由の ある普通の生活を目指すた め に は不可欠
な課題と考えられ る｡ 精神遅滞のあ る人 が主体的 に人との社
会的なやりとりに挑戦で き る よ うな ｢支援ツ ー ル｣~の 開発 が
重要課題とな ろう｡
5) コミ ュ ニ テ ィ資源 の利用
福井 (20 01) は ､ 自閉症のあ る高等部生徒に保護者との連
携を図りな がら自立通学す るた め の 支援を行 っ た｡ ｢支援 ツ ー
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精神遅滞者 へ の 最適な ｢支援｣ 的対応を 目指して
ル｣ として ｢通学チ ェ ッ クノ ー ト｣ ｢携帯電話｣ を導入した｡
｢通学チ ェ ッ クノ ー ト｣ は本人が携帯に便利なよう にポケ ッ
ト に収ま るサイズで あり､ 家庭から学校 へ ､ 学校から家庭 へ
の往路 ･ 復路に つ い て それぞれ5箇所ずつ に自己チ ェ ッ ク を
行う｡ ポイ ン トとなる バ ス停に つ くと学校と母親に ｢携帯電
話｣ で連絡を行うとい う流れ てあ っ た｡ 保護者との綿密な連
携の結果､ 通学途中で行方不明 になる ことはなくなり､ 現場
実習先へ の通勤でも機能的に活用できた｡
本領域に関連する ｢支援ツ ー ル｣ の実践 は ､ 他領域に比べ
わずか5例の みで あ っ た｡ さら に ､ その は とんどが ､ コ ミ ュ
5 ニ テ ィ 内で の移動､ 公共交通機関め利用に関す る支援ツ ー
ル実践で あ っ た｡ 適応スキル の具体例で示されて い る関連ス
キルとして は､ ｢教会へ 通 うこ と｣ ｢医者や歯医者などの コ ミ ュ
ニ テ ィ 内の サ ー ビス を求め
1
8 こ と｣ ｢別 の文化的地域を訪れ
る こと｣ なども挙げられ て い る｡ こ の ような観点は､ 我 が国
の障害児教育で は発想しにく い も の で あるかもしれない ｡ し
か し､ 精神遅滞のある人が､ 真に社会参加 ･ 自立を実現する
ことを支援するに は ､ 我々 が当たり前に行っ て い る コ ミ ュ ニ
テ ィ 資源の利用を い ま 一 度見直し､ 障害児教育の内容と照ら
し合わせ整合性を持たせた上で ､ 計画的に実践 に反映させて
い く ことが必要である｡
6) 自律性
長浜 (2001) は ､ 自分から見通しをも っ て活動に取り組む
ことが難し い が､ 視覚的な情報が比較的理解しやす い 小学部
児童を対象とした ｢支援ツ ー ル｣ を開発した｡ 個別学習に お
い て 児童が自主的､ 自発的に意欲を持っ て取り組めるように ､
｢順番カ ー ド｣ ｢プ ラス ティ ッ ク補助具付卜丁 キ ン グカ ー ド｣
を導入した｡ ｢順番カ ー ド｣ は学習の流れを示した絵や写真
による視覚的な手がかりで あ っ た｡ ｢プラ ス テ ィ ッ ク補助具
付ト ー キン グカ ー ド ･ リ ピ ー タ ー ｣ は､ 児 童が 一 人 で操作し
やす い ように 工夫したも ので ､ 視覚的な手がかり に加え､ ト ー
キ ン グカ ー ドによる聴覚的な手がかりを付加したも の で あっ
た｡ こ うした ｢支援ツ ー ル｣ をもち い た ことで ､ 教師が促す
ことがなくとも, ｢順番カ ー ド｣ に あわせ て ､ ｢プラ ス テ ィ ッ
ク補助具付ト ー キ ン グカ ー ド｣ を使っ て､ 一 人で学習に取り
組む ことができるように なっ た｡
こ のよ うな取り組みは ､ 日常生活の場面と密接な関連性を
持たせる ことで ､ 本領域の関連ス キル として挙げられて い る
ため の機能的な手がかりとなり､ 児童の自主的な学習意欲を
高めることにも つ なが っ たと考えられる｡ 本領域の ｢支援ツ ー
ル｣ の実践 は29例と最も多い ｡ この こ とば ､ 学習へ の参加 と
機会を保障する ことを ｢支援ツ ー ル｣ の 重要な機能である こ
とを傍証して い るも の と思われる｡ 他律性の確保を良しとす
るような実践も過去に はみられたがJ 障害児教育の現在の動
向からすれば､ 自律性の確立とそのた め の支援か必須とな っ
て きて い る｡ また､ その自立性の確立を ｢場面や条件､ ス ケ
ジ ュ ー ル ､ 個人的な関心に相応しい 活動を始め る｣ こ とと捉
えれば､ その支援は理念的な対応で はなく, より具体的な対
応とな る｡
そして今後は ､ 関連 ス キル に挙げられて い る ｢自らの権利
擁護に関して行動をとる こ と｣ をも視野 に入れ つ つ ､ 児 童生
徒にと っ て の権利擁護に つ い て議論を深 め て い く必要がある｡
そしてJ 具体的な取り組みとして権利擁護を中核 にした ｢支
援ツ ー ル｣ の 開発 が望まれ る｡
7) 健康と安全
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精神遅滞のある人 の豊かな生活を支える最も基本的な領域
の ひと つ として ､ 健康と安全がある｡ 自らの健康維持を支援
したもの として1 6例の ｢支援ツ ー ル｣ の実践例 がある. 例 え
ば高畑 ･ 武蔵 (200).は ､ 自閉症児やダウ ン症の生徒に ､ 家
庭や地域で 一 人 で も取り組める運動 ･ ス ポ ー ツ として なわと
びで の運動を支援した｡ なわとび運動の 習得と自発･ 維持を
促進するため に ､ ｢支援ツ ー ル｣ として ｢フ ー プ とびなわ｣
｢が んばり フ ァ イ ル｣ を家庭 へ 提供した｡ その結果､ 生徒ら
はなわとび運動を習得し､ 家庭 ･ 学校塊面で長期間にわた っ
て継続された｡
ま た島田 (2001) は ､ ｢支援ツ ー ル｣ として の ｢保健室カ ー
ド｣ の実践 に お い て ､ 体の様子 に つ い て言葉で は っ き り言え
なく ても､ 児童 生徒がイ ラス トを指し示しながら痛 い とこ ろ
を伝達する ことを援助する取り組みを行 っ たo 病気 の発見 ･
予防 ･ 処置､ 医療的な援助を求める基本的な安全配慮を具体
化する注目す べ き実践 で奉ると言えよう.
本領域に示され る関連スキル は､ 精神遅滞をも つ 児童聖徒
に与っ て容易 に行えるも の で は ない o 継続的で着実な支援不
可欠で ある｡ 本領域に は ､ ｢体力の維持｣ を は じめ として ､
｢基本的な応急処置｣ ｢安全配慮｣ ｢定期的な健康診断や歯科
検診｣ ｢犯罪から身を守る こと｣ など､ 多様な事項が関連ス
キル として挙げられて い るが､ どれも重要度が高い ｡ 本領域
を手が かりに しながら､ より多様な ｢支援ツ ー ル｣ の開発と
実践が望まれようo
8) 実用的学業
学校で学んだ こ とを日 々 の 生時の中で応用 できるよう にし
た支援として ､ 背戸 (2001) の実践が挙げられ る｡ こ こ で は ､
言葉を文字で表現する ことが苦手だが絵が大好きな中学部生
徒を対象に､ ｢支援 ツ ー ル｣ と して ｢お は なしえほん｣ を使
用した｡ こ の ｢おは なしえはん｣ とは ､ 学校で の出来事や楽
し い出来事を､ 文章だけで なく､ 絵や文字､ 写真の切り抜き
なぎで教師と 一 緒 に書き表して い くもの で ある. そ して ､
｢お は なしえはん｣ を手がかり に, 生徒が家庭にお い て 母親
に学校で の出来事を話して い く'とい う こ とが可能となるよう
にした. こ うした取り組卑を通して ､ 教師の支援が徐々 に減
り, 生徒自らが絵や文字で表現するよう にな っ た｡ 自分で表
現できるように なっ た生徒は, 自分の思 い出を描い た紙芝居
までも製作するようにな っ た｡
本領域に示された関連ス キル は ､ 自立的な生活を実現する
ためにより機能的で ある ことが重視される｡ 特定の授業や場
面で の読み､ 書きの反復練習で はなく､ 生活の中で生かされ､
他領域で積極的に応用される べ き女キル で あると考える｡ 本
領域で の ｢支援ツ ー ル｣ の実践例は8倒と少なか っ たが, 今
後は他領域で の ス キル を支え､ 活動と参加機会をひろげる基
本的なス キル として ､ 積極的に実践す べ きで あろう｡
9) 余暇
年齢相応な活動を楽しむ こ と､ 仲間との関わりを増やす こ
と､ 積極的な社会参加を促すとい う観点 から､ 余 暇 の重要性
が指摘さ れ て い る(Schleien, Gr e e n, 良 Heyn e, 1 9 9 3;
Sch leie n, Meye r, Heyne,_良 Br a ndt, 1 99 5). しか しなが
ら､ 実際の養護学校で は ､ 一 般 的に み て卒業後の職業生活に
向けた指導が中心となり､ 余暇 の ような非生産的な活動は軽
視されがちにな る傾向がある(Mithaug, Horiuchi,'& Fanni
ng, 19 85)｡ 本領域 に関連す る ｢支援 ツ ー ル｣ の 実 践例 は1 0
例と他 の領域に比 べ 少な い ｡ その なか で例 えば高畑 ･ 武蔵 ･
安達 (1999) は､ 地域の ボ ウリ ン グ動 こお い て ､ 受付から支
払い まで 一 連 の ボウリ ン グ場を利用 できるような支援を学校
場面および休日 に実行した｡ 学校で の取り組みで は ､ 高等部
の生徒たちに ､ 地域の ボウリ ン グ施設で定期的に支援をする
ため ｢ボウリ ン グお助けブッ ク｣ を作制し提供した｡ 加 えて ､
施設の利用手順の改変やボウリ ン グ場ス タ ッ フ へ の協力依頼
等の社会環境側 へ の介入をも実施した｡ その結果､ 生徒はボ ー
リ ン グ場の職員の人七やりとりをし､ 最小限の支援を受けな
がら､ ボウリ ン グ場利用が可能とな っ た｡ 生徒 のうちの何人
かが休日 に仲間同士で ､ 定期的にボ ウリ ン グ場を利用すると
い う広がりがみられた｡
こ の事例は余暇の領域に分類したが､ 社会的ス キル ､ コ ミ ュ
ニ テ ィ 資源 の利用､ 自律性など､ 他領域に関連す るス キル を
包含して い る｡ 余暇を実行する際に は､ 活動そ のもの を行う
スキル だけで なく ､ 他領域に示され る ス キ ル の機能的活用を
実現する重要な機会となりう る｡ 障害児教育におい て は､ 余
暇がますます重要視され､ よ り積極的に実践され る べ き で あ
ろう｡
10) 労働
近年､
＼
養護学校卒業後の社会参加 ･ 就労 が重要な課題とな っ
て い る｡ しか しながら､ 精神遅滞の ある生徒の就労 に は大き
な困難性が伴うこと が繰り返し指摘されてきた (上岡 ･ 阿部,
1 97)｡ 対応する ｢支援ツ ー ル｣ の実践例として28例が挙げ
られ て い るように仕事や就労 に関して の教育的関心は高 い ｡
例 えば高畑 ･ 武蔵 (200 2) は､ 精神遅滞の ある生徒を対象に
した就労指導プ ロ グラ ム の開発と実践を展開した｡ 本実践 は､
養護学校の現場実習及び卒業 ･ 就労後の長期的な経過を報告 ･
検討するとともに ､ 事業所で の支援ツ ー ル によ る就労指導プ
ロ グラ ム の検討を目的とした実践を行 っ た｡ 対象生徒は ､ 高
等部3年生 の男子生徒1名であり､ 現 場実習先は ､ 老人ホ ー
ム､ 病院等のおむ つ洗浄を扱うリネ ン関係の有限会社であ っ
た｡ まず職場にお い て 工場長と協議しながら環境調査を実施
した｡ 次に業務の選定､ 業務分析､ ｢ナ ン バ ー シ ー ル｣ ｢業務
遂行チ ェ ッ ク リス ト｣ 等の ｢支援ツ ー ル｣ の作成 ･ 配置を行
い ､ 支援を行 っ た｡ さら に就労後1年5か月にわたり定期的
に追支援を実施した｡ 支援を通して､ 現場実習で業務遂行の
ス キル を習得し､ 卒業 ･ 就労後約4年間にわた っ て安定して
働く こ とが できた｡
本領域に は ､ 特定の職業ス キル に加えて ､ 適切な社会的行
動の重要性が指摘されて い る｡ 例えば､ ｢援助を求め る こ と｣
｢金銭管理や財源の配分｣ ｢仕事の行き帰りや仲間とのやりと
り｣ などであ る｡ 適応ス キル に挙げられて い る観点を踏まえ､
社会参加と自立を支える これら の社会的行動をも含んだ指導
の充実が望まれよう｡
結 .請
多様に変化して い る現代社会 は ､ 精神遅滞 の あ る児童生徒
にと っ て ､ 家庭や学校､ 地域の中で現有す る能力や ス キル を
席区使して 問題解決を行 い ､ 充実した生活を自ら切り開い て い
く ため に は 非常に難しい 時代 で あ る｡ しか し､ その ような時
代 であ るか ら こ そ､
.
児童生徒の自発的で前向きな家庭や学校､
地域で の 生活充実を支援す るた め に ､ A A M R第9次改定版
で示 された新 しい 障害観 ･ 支援観 に 基 づ き､ 日々 の 生活環境
を整備し､ 本人 が 主体的に生活 でき る よ うに し て い く こ と が
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重要な課題と考える｡ その た め に は ､ ｢支援ツ ー ル｣ を開発
し､ 児童生徒の実態 に合わせ た改良を加 えながら活用して い
く こ と が有効で あ る｡ 今後 は ､ 今回の検討を行わなか っ た
｢環境｣ その も の の整え方や ｢サポ ー トシ ス テ ム ｣ の効果的
運用な在り方などに つ い て も検討を加えて い きた い ｡
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資料 吉山大学教育学部附属養護学校の文献 一 覧
(領域別･ ペ ー ジ順)
A :富山大学教育学部附属養護学校 平成10年度支援ツ ー ル
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長浜由香 伝えてくれ るよ､ 絵日記 :絵や写真を手 がかりに
話そう. P.1 4-15∴
平野道子 お母さんとお話ししよう :校外学習しお りを通し
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て . P. 20-2l.
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連携した交換記録ツ ー ル . P. 26-2 7.
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P. 50-51.
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る家庭場面で の自発をめ ざした料理指導. P. 66-67.
七 滞邦彦 おて つ だ い ゲ ッ トだぜ ! : ぬ り絵の好きな女 の子
に､ お手伝い を. P. 62-63.
大村知佐子 ひとりで で き るよ ｢写真カ ー ド｣. P. 9 2-93二
(社会的スキル領域)
高桑幸子 ｢届け吻バ ッ グ｣ で 届けよう : 『先生』 『持 っ て き
たよ』. P. 6-7
(コ ミ ュ ニ テ ィ 資源 の利用)
中野浩美 " 約束カ ー ド" の ｢は なまる｣ を目指して : ｢ば
く の通学日記｣ の実践から. P. 56-5 7.
(自律性領域)
安田里美子 持ち物カ ー ドに シ ー ル をは っ て ､ 準備 は O K ≡
自分で持ち物の準備ができ るよう に. P.1 8-19.
野 畑明仁 い っ ぱ い たま っ た よ｡ フ ァ イ ン プ レ ー 賞 . P. 30-
31.
若山美津彦 丁君 の教室移動カ ー ド . P. 32-33.
野畑明仁 シ ー ル を い っ ぱい た め て認定証をもらおう :朝の
運動がんばり表. P. 48-49.
野畑明仁 見通しを持 っ て取り組める作業学習をめ ざして :
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レ ー ニ ン グチ ェ ッ ク表 P. 68-69.
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林正利 工程の カ ー ドを使えば作業ができ るよ. P. 34-35.
若山美津彦 Y君 の缶つ ぶ しがんばり表 : 見通 しを持 っ て 課
題 に取り組もう. P. 40-4l.
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業工程に支援ツ ー ル を. P. 42-44.
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佐藤鉄朗 上手 に組み立て が で き る よ. P. 72-73.
保里良隆 ニ ス 上手に ぬ れたよ : その l . P. 74-75.
佐藤鉄朗 ニ ス 上手 に ぬ れたよ : その 2 . P. 7 6-77.
野崎由仁 大きさを考えて ちぎ ろう : 窯業で の 土練磯に対し
て の 工夫
.
P. 80-81.
高畑庄蔵 だれ でも でき るプリ ン トご っ こ 印刷. P. 82-83.
高畑庄蔵 作業か大好き にな る ｢目標チ ェ ッ ク カ ー ド｣. P. 8
4-8 5.
大 村知佐子 商品とな る お 菓子作り :′菓子製造業で現場実習
した H君 の 取り組み . P. 8 8-89.
B : 富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第19集 ｢家庭で
も使える支援ツ ー ル づくり｣ (1998)
(身辺処理領域)
安田里美子 着替えの次 の ス テ ッ プ は ｢M ちや ん ノ ー ト｣ か
ら : 児童が持 つ 力を発揮し､ 自発的に生活でき るような
支援の在り方 . P･ 9-1 6･
(自律性領域)
高畑庄蔵 ｢は め たよ日記｣ に は ん こ を押して : 適切行動の
自発支援と問題行動の軽減. P.4 7-56.
酒井美音子 見通し の持て る学校生活を目指して : 本人 の納
得の できる約束と好きな こ との保障. P. 37-44.
丸田万里子 い づ ば い ため たよ ｢チ ャ レ ン ジ 日記｣ : 自発的
行動の拡大と維持. P. 57-66.
中野浩美 約束カ ー ドの ｢は なまる｣ を目指して : 社会や学
校で の ル ー ル を身に つ けよう. P. 27-36.
若山美津彦 確かめ表で ｢こ れしたよ !｣ : 自分で活動の流
れ に立ち返れ る子ども へ . P. 17-24.
C : 富山大学教育学部附属養護学校 ｢支援ツ ー ル1999J
(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 領域)
近江華人 ｢お ｣ い ､ A ち ゃ ん｣ ノ ー トか ら : 大好きなVT R
通信 (手がかり ツ ー ル) を利用した交換記録. P. 1 11-
1 13.
大 村知佐子 気持ちをつ なぐ言葉カ ー ド :自閉症児A君ゐ言
葉の表出を助け るた め に . P. 24-25.
(身辺処理領域)
長浜由香 N君 の上手 にトイ レ で きたかな ? :排拒の合図が
でき るよう になるた め の基礎作り. P. ト3.
秋元伸吾 食事が終わ っ た ら大好きな遊びが享 っ て い るよ :
苦手な食事場面がス ム ー ズ にな るよう に. P. 26-28.
金 山薫 み んなとい っ し ょ に ｢い ただきま - す !｣ : 給食準
備カ ー ドで準備から片付けまで . P. 37-3 9.
平野道子 自分で準備して校外学習 :持ち物カ ー ドに よる校
外学習準備. P. 70-72.
野崎和仁 い い 男 に なろう : カ ー ドを使 っ た洗髪指導. P. 75-
76.
永瀬行幸 トイ レ は00がおわ っ て から : 日課カ ー ドを使 っ
た生理指導. P. 79-80.
安田里美子 トイ レ の ト｢キ ン グカ ー ドを使っ て ､
､
心 も体も
す っ きりと ! : ト ー キン グカ ー ドに よ る排尿サイ ン の形
成. P.1 9-20.
(家庭生活領域)
鎌谷亜由美 教室掃除のプ ロ に なろう :教室掃除のチ ェ ッ ク
#. P. 53-54. ,
大 村知佐子 分 か っ て 動 け る トイ レ掃 除 お 助けカ ー ド : 自分
で手J噴を決め る ため の 手 が かり ツ ー ル . P. 57-58.
沢 田剛 目印テ ー プで完壁お掃除 ! ! 一 人で 能率よく掃除
が で き る よう に. P. 73-74.
(社会的 ス キ ル領域)
早川隆志 き ょ うの授業は ｢か だい カ ー ド｣ で ､ ぼく が選ぶ :
自分が進んですきな課題を行う楽しい 学習. P. 13-14.
(自琴性領域)
平野道子 今月 は どんな こ と が あ る の か な? : 家庭 ･ 学校 ･
ク ラス をつ な ぐ行事予定. P. 34-36.
林正 利 今 は､ こ れ をが ん ば る よ : 注 意 が持続しな い 生徒 へ
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精神遅滞者 へ の 最適な ｢支援｣ 的対応を日葡して
の カ ー ドに よる支援. P.5 ト52.
近江華人 ｢エ ン ジ ェ ルMさん の時間守るよ｣ ノ ー トか ら :
大好きなパ ソ コ ン の開始､ 終了時間を示した手がかりツ ー
ル
.
P. 7 7-78.
金 山薫 目当てカ ー ドに シ ー ル を貼 っ て ､ ごほ うびカ ー ドを
た めよう ′! : 教室で の取り組み. P. 8l-83.
酒井美音子 い っ ぱい た めよう.!
｢かがやき日記｣ :適切行
動の拡大と維持. P.84-86.
(健康と安全領域)
浦上静香 チ ャ レ ン ジ日記を い っ ぱ い ためよう : 望ましい 行
動の習慣化 ･ 定着化に向けて の チ ャ レ ン ジ 日記支援. P.
1 02-103.
松原祐子 体温 は体のサイ ン : 自分で体の健康管理がで きる
よう に. P. 109-11 0.
(実用的学業領域)
長浜由香 ｢こ とばの えほん｣ と ｢あい うえお B O女｣ : 撹
業の復習を家庭でも行うために . P. 4-7.
松沢敏彦 練習する漢字は ､ ぼくが決める : 自発的に漢字を
書く練習に取り組むため に. P:15116.
大村知佐子 良い声で話そう :朗読日記. P.93-94.
(余暇領域)
竪月浩 今以上 , それ以上投げられる の に - : 投球時ゐ足の
スタ ン ス モボ - ル の握り方による投球フォ ー ム の 改善.
P.
(労働領域)
高野久子 と っ て もかんたん､ 封筒貼り : ｢⊥ 人で｣ ｢簡単に｣
｢見通しを持っ て｣ で きる再生封筒作り作業を目指して .
P. 46-48.
林正利 カ ー ドを見 て やれば大丈夫: 自信を持っ て作業が出
来るように . P. 49-50.
保里良隆 ニ ス が上手に塗れるよ :作業に主体的に取り組む
状況作り. P. 59-60.
永瀬行幸 自分で脱げたよ :布団ばさみを使 っ た上着の袖脱
ぎ. P. 63-64.
鎌谷亜由美 ･ 竹脇里織 私に おまかせ ! :縫製がんばり表を
用 い て. P. 87- 90.
大 村知佐子 シ ー ル を貼 っ て楽しく作業:生徒も教師も見通
しが持てる作業日誌. P. 91-92.
泉渓正十 ･ 高畑庄蔵 目当て を持 っ て作業を継続できる確認
シ ー ト P. 100-1 01.
D : 富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第20集 ｢家庭
で も使える支援ツ ー ルづくりJ (1999)
(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン領埠)
沢田剛 カ ー ドを使えば伝わるよ :認知学習を生活に生かす
試み二 P. 25138.
(社会的スキル領域)
早川隆志 ばく ひとりで勉強で き るよ : やりた い学習を選ん
で自ら取り組め る子を目指して . P. 1l-22.
(労働領域)
高畑庄蔵 支援ツ ｢ ル に よ る就労 ･ 生活支援の試み : リネ ン
会社に就職したⅠ君 の現場実習及 び卒業後の経過. P.'42-
56.
E : 富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第21集 ｢個性
を生かす支援ツ ー ル と環境作り｣ (2000)
(コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ.ン領域)
長浜由香 伝えた い こ と､ で き ろ こ と - 学校でも ､ 家庭 でも
- : コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の力 を育むカ ー ド学習の工夫.
P.1 9-36.
(自律性領域)
酒井美音子 ･ 若山美津彦 ｢がんばり表｣ で 一 人でで きたよ ! :
見通しを持 つ こ とが､ 情緒の安定や自発的な行動に つ な
がる試み. P.47-57.
竪月浩 タイ マ ー で 自己管理 :作業中の飛び出し行動の抑制
と年齢に応じた適切なトイ レ指導. P. 64-7 5.
F : 藤原義博(監修) 『個性を生かす支援ツ ー ル ー 知的障害
のバリアフリ ー ヘ の 挑戦 - 』 明治図書 (200り
(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 領域)
沢田剛 携帯ツ ー ル で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン : コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン 支援から総合的行動支援 へ , P. 2 6-32.
小川郁子 シ ン ボル カ ー ドで 退く の 気持ちを私か っ て :表現
手段の獲得と変容, P.42-43:
長浜由香 ボイ ス レ コ ー ダ ー で トイ レ チ ェ ッ ク :排世の合図
ができるよう になるた め の基礎づくり, P. 4 8-49.
沢 田剛 名刺で ｢よろしく お願 い します!｣ :Ⅰ君 の挨拶支
援と現場の共通理解の促進, P. 185-190.
(身辺処理領域)
小川郁子 朝と帰りの支度は素早くね :活動内容を明確にし､
最後は好きな活動を, P. 7 2-73.
酒井美音子 準備は 一 人 で ､ ｢い ただきます｣ は 一 緒に :流れ
にそ っ て ス ム ー ズに活動できるように , P. 78-79.
近江華人 私もボタ ン で き るよ :母親手作り ツ ー ル を使 っ て ,
P. 86-9 2.
竪 月浩 トイ レ で お尻を出さない ぞ !, P. 100-106.
永瀬行幸 印を合わせ て ベ ル トを通そう : 一 人 で で きる ベ ル
トの付けはずし, P.116-117.
保里長隆 やればできるよ : タイ マ ー を使 っ た着替え指導, P.
1 20-121.
大村知佐子 着替えて ハ ナ マ ル !, P. 20 9-210.
(家庭生活領域)
高畠佳江 一 人 で お茶わん洗い で きるよ, P. 118-119.
高畠佳江 ･ 永瀬行幸 マイ鍋で みそ汁を作ろう, P. 160-1 61.
鎌谷亜由美 簡単に できるよ : ス タ ン ド型カ ー ドレ シ ピ を用
い て , P.1 62-163.
(社会的スキル領域)
早川隆志 僕の勉強は自分で決め るよ:課題選択カ ー ドを使っ
た学習支援, P. 34-38.
平野隆志 ぼく この遊びがしたい よ, P. 42-43.
(コ ミ ュ ニ テ ィ 資源の利用領域)
福井洋美 M君学校へ 行 こう, p. 164-1 65.
安 田里美子 バ ス カ ー ドを使うと､ 乗 る バ ス が分かるよ!
通学の自立 に向けて , P.1 72-173.
大村知佐子 元気 の素 !チ ャ レ認 教室, P. 215- 217.
(自律性領域)
長浜由香 学習環境を分か りやすく : 順番カ ー ドを使 っ て , P.
58-64.
近江幸人 今日の予定カ ー ドで 安心 : 小学部共通絵カ ー ドで-
ス ケ ジ ュ ー ル を, P. 66-70.
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平野隆志 お勉強あとどれくら い ? : 課題ボ ッ ク ス と学習の
流れ カ ー ド, P. 76-7 7.
若山美津彦 ･ 酒井美音子 がんばり表で 一 人 で で きたよ, P.
82-83.
秋元伸吾 帰りの活動は 一 人 で 全部で きるよ :見通しを持っ
て 一 連 の活動ができるため に, P. 122-1 23.
金 山薫 自分で書くよ!, P.21 ト21 2.
(健康と安全領域)
島田公子､ 保健室カ ー ドの利用 : 自分の健康は自分で守れ る
こ とを願 っ て , P. 52- 55.
近江幸人 ･ 寺ひ とみ V TR通信を余暇に, P. 137-14 1
高畑庄蔵 :,7
- プと びなわなら 一 人で運動できるよ ! : 重度
知的障害生徒を対象とした家庭で の運動習慣の形成支援,
P. 149-1 55.
松原祐子 運動ビデオ で家庭でも運動を : 運動ビデオ通信を
使 っ たよ い 生活習慣づくり, P.1 70-1 71.
大村知佐子 ト レ ー ニ ン グカ ー ドで ､ 家で もチャ レ ン ジ !, P.
21 3-214.
(実用的学業領域)
背戸みちる Tち ゃんと先生 の お はなしえ ほん : 思 い 出を書
き綴り､ 保護者と共有し合うため に, P. 46-4 7.
背戸み ち る 今日 は こ の歌に決まり ! : 子ども~と ∵ 緒に つ く
る音楽の授業, P. 54-55.
背戸 み ちる 乗り物の お金を選 んでみよう :硬貨使用と初め
の 一 歩, P. 1 68-169.
(余暇領域)
大村知佐子 出か けるとき は ､ 忘 れずに : お し や れブ ッ クを
使 っ た身だしなみ滞導, P. 94-98.
鎌谷亜由美 ･ 高畑庄蔵 一 人 で で きるよボウリ ン グ : お助け
グ ッ ズに よ る ボウリン グ場利用支援, P.1 28-1 35.
野崎和仁 手がかり使 っ て らくらく演奏, P.1 43-14 7.
平野道子 レ㌣タル シ ョ ッ プ ･ ラ ビ ッ トで借りよう : 学校か
ら家庭 へ の余暇活動の広がり, P. 157-1 59.
野崎和仁 カラオケで リ モ コ ン 入 力も バ ッ テリ : 入力番号を
見失わなくするた め に , P. 16-167.
(労働領域)
高畑庄蔵 理論編 : 豊かな家庭 ･ 地域生活を目指す支援ツ ∵
ル , P. 9
-24.
若山美津彦 ･ 七滞邦彦 見通しがもてれば作業は バ ッ チ リ !,
P. 74-75.
野畑明仁 ･ 林正利 湯飲み茶碗作りは僕にまか せ て : 安心し
て作業がで き るように , P. 80-81.
高畑庄蔵 乾燥機チ ェ ッ クリ ス トで仕事は僕におまかせ !, P.
176-1 83.
浦上静香 ･ 高畑庄蔵 できた仕事を自分でチ ェ ッ ク : タイ マ ー
と確認 シ ー トで 行 うセ ル フ マ ネ ー ジ メ ン ト, P.1 92-19 3.
平野隆志 い ろ い ろ な支援ツ ー ル を使 っ て 会社はば っ ち り :
リネ ン 会社に お けるM君, P. 194-1 95.
鎌谷亜由美 仕事はまか せ て :素敵な女性になる よう自己チ ェ ッ
ク しな がら, P. 196-198.
G : 富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第22集 ｢個性
を生かす支援ツ ー ル と環境作り｣ (2001)
(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 領域)
平野道子 ･ 広 安敏美 明日は ど こ へ 行 く の か な? お母さん と
話をしよう : し お りを使 っ て 家で も校外学習 の 事前指導,
P. 44-4 5.
酒井美音子 伝えた い こ と い っ ぱ い ! l : コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ
ン の 広がりを目指した ｢お は なしフ ァイ ル｣ の活用. P.
64-70.
(身辺処理領域)
大村知佐子 大きくなろう : 小学部低学年Y君 の偏食指導. P.
39-46.
松沢敏彦 自分で持ち物を準備しよう : 自己点検表を使っ て .
P. 56-63.
保里良隆 ｢で きるよ表｣ で で き るよ : ス ケ ジ ュ ー ル 表とタ
イ マ ー を使っ た定時トイ レ指導. P. 71′-78.
(家庭生活領域)
高畠佳江 めざせ !台所名人 : 買い物から調理 ､ 茶碗洗い ま
で
.
P. 28-30.
平野道子 ･ 野畑明仁 トイ レ掃除い ろ い ろ : 個性に応じたツ ー
ル で トイ レ掃除 一 人で で き るよ, P.1 08-114.
(コ ミ1ユ ニ テ ィ 資源 の利用領域)
平野隆志 お母さん､ 行っ て きます ! : 手帳と携帯電話を使 っ
た通学支援の方法. P. 7 9-87.
(自律性領域)
長浜由香 ぼく の 1月､ ス ケジ ュ ー ル 日記で確認しよう : 自
分で作る日課表とその活用 . P. 3ト38.
を得られ るよう に. P. 47-5 5.
H : 富山大学教育学部附属養護学校研究紀要第23集 ｢個別
の指導計画 ･ 支援ツ ー ル ･ 児童生徒を取り巻く環境｣
(2002)
(コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン領域)
横井郁子 思 い出を伝えよう : お話ノ ー トや動作サイ ン を使 っ
て
.
P, 24-32.
沢田剛 ピ ン ポ ン ア ラ ー ムが あれば安心 :支援が必要な状況
を周囲に知らせ ることで活動の主体性を高める試 み . P.
5l-59.
(身辺処理領域)
浅川義丈 お風呂 で洗顔､ 体洗 い に チ ャ レ ン ジ : 学校施設
｢なかよし ハ ウス ｣ を利用したS君 の入浴指導. P. 33-4 2.
(家庭生活領域)
西野留美子 お手伝い パ ワ ー U P作戦±支援ツ ー ル を活用し､
家庭と学校が連携したお手伝い指導. P. 69-78.
(社会的ス キル領域)
平野道子 校内表示作成の取り組み :校内のサイ ン から社会
へ の サイ ン に つ なげるため に. P. 9ト9 9
(自律性領域)
野畑明仁 自分の居場所 で､ で き る こ と い っ ぱ い : 環境作り､
約束作り､ 関係作りを通して . P. 43-5 0.
(健康と安全領域)
浦上静香 フ ィ ッ トネス ル ー ム に行 こ う ! : 休日 に お け るス
ポ ー ツ 施設の継続的な利用を目指して . P. 60-68.
(実用的学業領域)
北川雅恵 わたしの あの ね ノ ー ト : パ ソ コ ン を使 っ た作文指
導. P. 14-2 3.
(労働領域)
高畑庄蔵 校内作業で チ ャ レ ン ジ ､ 会社 で チ ャ レ ン ジ : 支援
ツ ー ル とジ ョ ブ コ ー チ的ア プロ ー チ によ る移行支援. P.
79-9 0
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